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一、 体 制
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歴代会長・副会長：1956～1970

1956 1957 1958

会長 梅田 良三 梅田 良三 梅田 良三

副会長
掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次

田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三

1959 1960 1961 1962

会長 梅田 良三 梅田 良三 梅田 良三 梅田 良三

副会長
掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次

田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三

1963 1964 1965 1966

会長 梅田 良三 梅田 良三 梅田 良三 掛見喜一郎

副会長
掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次 掛見喜一郎 清水 福次 清水 福次 田中 政造

田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三 田中 政造 横山 良三

1967 1968 1969 1970

会長 掛見喜一郎 掛見喜一郎 高山新之助 高山新之助

副会長
清水 福次 田中 政造 清水 福次 高山新之助 清水 福次 日野 利一 古賀 豊次 森田 市郎

日野 利一



© Kyoto Hospital Pharmacists Association

1971 1972 1973 1974

会長 高山新之助 森田 市郎 後藤 尚夫 後藤 尚夫

副会長
古賀 豊次 森田 市郎 古賀 豊次 後藤 尚夫 川島 浩正 久保 保雄 川島 浩正 久保 保雄

古賀 豊次 古賀 豊次

1975 1976 1977 1978

会長 後藤 尚夫 後藤 尚夫 後藤 尚夫 後藤 尚夫

副会長
川島 浩正 桑田 宏 川島 浩正 桑田 宏 川島 浩正 桑田 宏 川島 浩正 桑田 宏

久保 保雄 古賀 豊次 久保 保雄 古賀 豊次 久保 保雄 久保 保雄

1979 1980 1981 1882

会長 後藤 尚夫 川島 浩正 桑田 宏 桑田 宏

副会長
川島 浩正 桑田 宏 久保 保雄 桑田 宏 北沢 式文 酒井純三郎 酒井純三郎 中田 太朗

久保 保雄 中田 太朗

1983 1984 1985 1986

会長 桑田 宏 桑田 宏 桑田 宏 桑田 宏

副会長
奥村 勝彦 杉山 隆二 奥村 勝彦 杉山 隆二 奥村 勝彦 杉山 隆二 奥村 勝彦 杉山 隆二

水野 政直 水野 政直 水野 政直 水野 政直

歴代会長・副会長：1971～1986
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1987 1988 1989 1990

会長 水野 政直 水野 政直 水野 政直

副会長
斎藤一文字 杉山 隆二 斎藤一文字 杉山 隆二 須藤 和勇 木邑 道夫 須藤 和勇 木邑 道夫

須藤 和勇 須藤 和勇 桑田 宏 鈴木 正昭 桑田 宏 鈴木 正昭

1991 1992 1993 1994

会長 桑田 宏 桑田 宏 岸本 英機 岸本 英機

副会長
木邑 道夫 関山 常久 木邑 道夫 関山 常久 上田 啓三 木邑 道夫 上田 啓三 木邑 道夫

松崎 悌二 三淵 浩道 松崎 悌二 三淵 浩道 三淵 浩道 柳澤 進 三淵 浩道 柳澤 進

1995 1996 1997 1998

会長 岸本 英機 岸本 英機 三淵 浩道 三淵 浩道

副会長
上田 啓三 浦谷久美子 上田 啓三 浦谷久美子 上田 啓三 小路 義文 上田 啓三 小路 義文

木邑 道夫 三淵 浩道 三淵 浩道 山瀬 康正 西田 克次 二見 高弘 西田 克次 二見 高弘

1999 2000 2001 2002

会長 三淵 浩道 三淵 浩道 乾 賢一 乾 賢一

副会長
太田 利夫 小路 義文 小路 義文 田中 隆二 岡田 耕二 川勝 一雄 岡田 耕二 川勝 一雄

二見 高弘 森下 菊雄 二見 高弘 森下 菊雄 二見 高弘 森下 菊雄 佐藤 ひろ子 森下 菊雄

歴代会長・副会長：1987～2002
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2003 2004 2005 2006

会長 乾 賢一 乾 賢一 乾 賢一 乾 賢一

副会長
岡田 耕二 川勝 一雄 岡田 耕二 川勝 一雄 岡田 耕二 川勝 一雄 岡田 耕二 川勝 一雄

佐藤 ひろ子 森下 菊雄 佐藤 ひろ子 森下 菊雄 佐藤 ひろ子 森下 菊雄 佐藤 ひろ子 森下 菊雄

2007 2008 2009 2010

会長 乾 賢一 乾 賢一 川勝 一雄 川勝 一雄

副会長
岡田 耕二 甲斐 絢子 岡田 耕二 甲斐 絢子 岡田 耕二 甲斐 絢子 岡田 耕二 甲斐 絢子

川勝 一雄 森下 菊雄 川勝 一雄 森下 菊雄 楠本 正明 森下 菊雄 楠本 正明 森下 菊雄

2011 2012 2013 2014

会長 川勝 一雄 川勝 一雄 川勝 一雄 川勝 一雄

副会長
岡田 耕二 甲斐 絢子 岡田 耕二 甲斐 絢子 甲斐 絢子 四方 敬介 甲斐 絢子 四方 敬介

森下 菊雄 森下 菊雄 友沢 明徳 森下 菊雄 友沢 明徳 森下 菊雄

2015 2016 2017 2018

会長 川勝 一雄 川勝 一雄 川勝 一雄 川勝 一雄

副会長
甲斐 絢子 四方 敬介 甲斐 絢子 四方 敬介 甲斐 絢子 四方 敬介 四方 敬介 友金 幹視

友沢 明徳 夏目 君幸 友沢 明徳 夏目 君幸 友沢 明徳 夏目 君幸 友沢 明徳 夏目 君幸

歴代会長・副会長：2003～2018
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

会長 四方 敬介 四方 敬介 四方 敬介 四方 敬介

副会長
友金 幹視 友沢 明徳 友金 幹視 友沢 明徳 友金 幹視 友沢 明徳 友金 幹視 友沢 明徳

夏目 君幸 深津 祥央 夏目 君幸 深津 祥央 夏目 君幸 深津 祥央 夏目 君幸 深津 祥央

WG長

黄前 尚樹 岡橋 孝侍 黄前 尚樹 岡橋 孝侍 黄前 尚樹 岡橋 孝侍 黄前 尚樹 岡橋 孝侍

橋元 誠 三浦 誠 橋元 誠 三浦 誠 須田 慈子 橋元 誠 須田 慈子 橋元 誠

村岡 淳二 村岡 淳二 三浦 誠 村岡 淳二 長谷川 晃司 三浦 誠

村岡 淳二

評議員

岩根 裕紀 大津山裕美子 岩根 裕紀 大津山裕美子 岩根 裕紀 大津山裕美子 岩根 裕紀 大津山裕美子

須田 慈子 土下 喜正 須田 慈子 土下 喜正 辻本 千代美 土下 喜正 辻本 千代美 土下 喜正

土谷 有美 西川 靖之 土谷 有美 西川 靖之 土谷 有美 西川 靖之 土谷 有美 仁丹 裕子

仁丹 裕子 藤村 保夫 仁丹 裕子 藤村 保夫 仁丹 裕子 長谷川晃司 林 明仁 林 千麗

益野 秀樹 三浦 彰久 益野 秀樹 三浦 恭子 林 千麗 樋口 眞宏 樋口 眞宏 藤村 保夫

三浦 恭子 和田 淳 和田 淳 藤村 保夫 益野 秀樹 益野 秀樹 三浦 恭子

三浦 恭子

相談役 今川 文典 楠本 正明 今川 文典 楠本 正明

顧問 川勝 一雄 川勝 一雄 川勝 一雄 寺田 智祐 川勝 一雄 寺田 智祐

歴代会長・副会長：2019～2022
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

会長 四方 敬介 四方 敬介

副会長
友金 幹視 長谷川晃司 友金 幹視 長谷川晃司

土谷 有美 深津 祥央 土谷 有美

WG長

黄前 尚樹 岡橋 孝侍 黄前 尚樹 岡橋 孝侍

小野 勝 須田 慈子 小野 勝 小阪 直史

辻本千代美 橋元 誠 須田 慈子 辻本千代美

三浦 誠 橋元 誠 三浦 誠

評議員

足垣 亮介 岩根 裕紀 足垣 亮介 岩根 裕紀

大津山裕美子 小阪 直史 大津山裕美子 佐藤 和生

佐藤 和生 竹田 和也 竹田 和也 瀧 紹代

瀧 紹代 友沢 明徳 友沢 明徳 土渕 尚也

土渕 尚也 林 明仁 林 明仁 仁丹 裕子

仁丹 裕子 樋口 眞宏 樋口 眞宏 林 千麗

林 千麗 和田 昭 和田 昭 三浦 恭子

三浦 恭子

顧問 川勝 一雄 寺田 智祐 川勝 一雄 寺田 智祐

歴代会長・副会長：2023～2026
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二、 ワーキング・グループ（WG）
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WG長 橋元 誠 三菱京都

副会長 土谷有美 第一日赤

評議員 友沢明徳 京都九条 佐藤和生 バプテスト 林明仁 京都済生会

林 千麗 武田 樋口眞宏 愛生会山科

2019.5 2020.11 2023.5

管理職等交流ＷＧ：2023
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❑ 総会
‘19.5 オンサイト ‘20.5 中止 ‘21.5 オンライン
‘22.5 オンライン ‘23.5 ハイブリッド ’24.5 オンサイト

❑ 管理職等交流会
‘19.12 オンサイト ’20.11 オンライン
‘21.11 オンライン ‘22. 3 オンライン
’22. 7 オンライン ‘23.12 ハイブリッド

❑ 製薬企業等との意見交換会
‘21.10 オンライン（54社178名） ‘22. 2 オンライン（53社130名）
‘22. 7  オンライン（43社 91名） ‘23. 3 オンライン（57社135名）
’24. 2 リアル

❑ 現状調査

’19：65.1% ’20：71.4% ’21：59.6% ’22：60.0% ’23： 59.9%

管理職等交流ＷＧ：2023
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WG長 三浦 誠 洛和会音羽

副会長 深津祥央 京都大学

評議員 岩根裕紀 京都桂 黄前尚樹 洛和会本部 友沢明徳 京都九条

構成員 山田由紀江 京都きづ川 大森清孝 洛和会東寺南 長谷川広樹 洛和会音羽

瀬下貴大 第二日赤 大坪達弥 第二日赤 眞鍋実穂 京都きづ川

重面雄紀 京都大学 弓木栞里 洛和会音羽 天満智也 第一日赤

岡田悠子 洛和会音羽記念 楠川侑吾 京都市立 東原和美 バプテスト老保

加藤良隆 第二日赤 岩内大佑 洛和会音羽 三松史野 京都市立

野口裕介 第二日赤 大林巧志 第一日赤 山本 崇 京都大学

川口皓平 京都きづ川 柏原陽平 第一日赤 芝田雄登 府立医大

樋口眞宏 愛生会山科

領域別支援ＷＧ：2023
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• 医師の働き方改革の流れの中で、薬剤師には、
処方提案など医師への助言や、処方後の副作
用モニタリング、服薬状況確認や残薬整理など
の役割発揮が期待されている。

• 一方で、日常業務において個々の薬剤師が
判断に迷う場面は少なくなく、特に、中小病院
や診療所など周囲に相談できる専門医や薬剤
師がいない職場では、悩みを抱えがちだ。

• 同じ領域に関心を持つ薬剤師同士が日常的に相談できる環境を作り、カンファレンスや症例検討会を行
いながら施設を越えて交流することで、患者の薬物治療の質向上につなげていく――。これが、「領域別
薬剤師カンファレンス」設置の狙いだ。

• カンファレンスなどを通じて挙がった課題を共同研究、学会発表、論文投稿につなげ、エビデンスを創出
していくことも目標に掲げている。

• 将来的には、薬局薬剤師にも参加してもらえるような場としたい」と三浦氏は話している。

https://medical.nikkeibp.co.jp/leaf/all/di/trend/202002/564394.html

領域別薬剤師カンファレンス」設置へ
日経DIオンライン ’20.2.19
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登録者は62施設・265名（のべ691名）

領域別支援カンファレンス登録者数
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執筆者 氏名 所属 氏名 所属

2023.11 山内舞香 京都市立 三松史野 京都市立

2023.12 大森清孝 東寺南

2024.1 田渕祐輔 府立医大

2024.2 福田喬士 第二日赤

2024.3

2024.4

2024.5

2024.6

2024.7

月刊薬事 「領域・目的別ケースカンファレンス」
日経DIオンライン ’20.2.19
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執筆者 氏名 領域 所属 氏名 領域 所属

2023.4 大林巧志 医薬品情報 第一日赤 青戸和宏 循環器 府立医大

2023.5 菱田啓介 腎臓病 洛和会音羽 升田万祐子 医薬品情報 京都市立

2023.6 朝倉佳代子 呼吸器 京都大学 天満智也 整形外科 第一日赤

2023.7 三宅健文 腎臓病 西陣 瀬下貴大 糖尿病 第二日赤

2023.8 弓木栞里 産婦人科 洛和会音羽 三浦誠 医薬品情報 洛和会音羽

2023.9 小川恭平 精神科 北部医療 山田由紀江 消化器 京都きづ川

2023.10 武田智子 医薬品情報 中部総合 重面雄紀 脳神経 京都大学

2023.11 川口皓平 感染症 京都きづ川 増田章秀 感染症 第一日赤

2023.12 野口裕介 がん 第二日赤 青戸和宏 医薬品情報 府立医大

2024.1 大森清孝 循環器 東寺南 菱田啓介 感染症 洛和会音羽

2024.2 山本崇 医療安全 京都大学 東原和美 高齢者医療 バプテスト

日経DI 「よりぬきDIアップデート」
領域別支援WG
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WG長 友金幹視 第二日赤

副会長 土谷有美 第一日赤 深津祥央 京都大学

評議員 岩根裕紀 京都桂 小野 勝 京都市立

友沢明徳 京都九条 三浦 誠 洛和会音羽

構成員 東 碧 京都中部総合 板倉祥嗣 第一日赤 加藤良隆 第二日赤

楠川侑吾 京都市立 田渕祐輔 府立医大 塚原優太 京都医療

伴 具也 洛和会音羽 吉田優子 京都大学

連携支援ＷＧ：2023
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トレーシングレポート 薬物療法サマリー フォローアップシート

連携ツール
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トレーシングレポート フォローアップシート

薬物療法サマリー（応需） 薬物療法サマリー（発行）

問い合わせ簡素化 合計（院外処方除く）
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連携ツール標準化
連携支援WG’23.9
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■ 編 集 

四方 敬介 府立医大
友金 幹視 第二日赤
深津 祥央 京都大学
三浦 誠 洛和会音羽

■ 執 筆 

大津山 裕美子 洛和会音羽
大林 巧志 第一日赤
奥川 寛  京都桂
加藤 良隆 第二日赤
田渕 祐輔 府立医大
土下 喜正 東舞鶴医誠会
東原 和美 バプテスト老人保健施設
堀内 望 京都桂
吉田 優子 京都大学

9疾患から始める簡単フォローアップ術
連携支援WG’23.9
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WG長 須田慈子 六地蔵総合

評議員 土淵尚也 北部医療 仁丹裕子 亀岡市立

構成員 大林巧志 第一日赤 岡田悠子 洛和会音羽記念 清水大生 府立医大

長谷川広樹 洛和会音羽 牧野洸太朗 府立医大 四方友也 綾部市立

会員交流ＷＧ：2023
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WG長 黄前尚樹 洛和会音羽

副会長 長谷川晃司 中部総合

評議員 橋元 誠 三菱京都 和田 昭 市立久美浜

人財確保WG：2023
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病院ふれあいフェスタ：2023
人財確保WG
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WG長 小阪直史 府立医大

副会長 土谷有美 第一日赤

顧問 川勝一雄 いわくら病院

表彰ＷＧ：2023
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１．学術奨励賞
東原和美（バプテスト老人保健施設）

起塚美沙（洛和会丸太町病院）

２．優秀学術論文賞
広中梨沙（京都府立医科大学附属病院）

眞喜志牧里子（京都第二赤十字病院）

３．病院薬学賞
京都中部総合医療センター「薬薬連携」

医療法人同仁会京都九条病院「入退院支援」

洛和会音羽病院・音羽記念病院・音羽リハビリ病院「実務実習」

４．功労賞
南田祐子（医療法人社団石鎚会 田辺中央病院）

淡野芳久（京都大学医学附属病院）

表彰アワード 2019
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１．学術奨励賞
石橋直哉（京大病院）板倉祥嗣（京都第一赤十字病院）加藤良隆（京都第二赤十字病院）

楠川侑吾（京都市立病院）田渕祐輔（府立医大病院）伴 具也（洛和会音羽病院）

２．優秀学術論文賞
眞釼彩子（京都第二赤十字病院）加藤良隆（京都第二赤十字病院）

野口裕介（京都第二赤十字病院）

３．病院薬学賞
京都桂病院「PBPM（吸入指導）」

洛和会丸太町病院「薬薬連携」

４．功労賞
今川文典（京都博愛会 冨田病院）島 祥子（京都博愛会 京都博愛会病院）

和田 淳（医聖会 八幡中央病院）

表彰アワード 2020
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１．学術奨励賞
草場さやか（洛和会音羽病院）富士原あゆみ（京都桂病院）

堀 雅博（京都済生会病院） 三松史野（京都市立病院）

２．優秀学術論文賞
石塚みなみ（京都府立医科大学附属病院）漣航平（京都桂病院）

塩飽英二（京都桂病院）西川有沙美（京都大学医学部附属病院）

３．病院薬学賞
宮津武田病院「退院時薬剤情報書を用いた病薬連携」
千春会病院「エクセルVPAを用いた持参薬鑑別報告の効率化」

４．功労賞
該当者なし

表彰アワード 2021



© Kyoto Hospital Pharmacists Association

１．学術奨励賞
青木有希（京都中部総合医療センター）

２．優秀学術論文賞
田渕祐輔（京都府立医科大学附属病院）奥川寛（京都桂病院）

菱田啓介（洛和会音羽病院）

３．病院薬学賞
舞鶴共済病院「AST活動報告と課題」

新河端病院「退院時薬剤情報連携加算等を利用した情報共有」

４．功労賞
夏目君幸（元・京都逓信病院）

表彰アワード 2022



© Kyoto Hospital Pharmacists Association

１．学術奨励賞
〇〇（施設名）

２．優秀学術論文賞
〇〇（施設名）

３．病院薬学賞
〇〇（施設名）

４．功労賞
深津祥央（元・京都大学医学部附属病院）

表彰アワード 2023
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表彰WG ’23

功労賞
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WG長 長谷川晃司 中部総合

副会長 友金幹視 第二日赤

評議員 小阪直史 府立医大 足垣亮介 福知山市民

竹田和也 舞鶴共済 辻本千代美 もみじヶ丘 土淵尚也 北部医療

仁丹裕子 亀岡市立 和田 昭 市立久美浜

構成員 野口裕介 第二日赤

調査研究WG：2023
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WG長 辻本千代美もみじヶ丘

評議員 須田慈子 六地蔵総合 友沢明徳 京都九条 樋口眞宏 愛生会山科

三浦恭子 九条診療所

構成員 垣内淑子 中村 多胡和樹 洛和会音羽リハ 東原和美 バプテスト老保

南田祐子 八幡中央

精神療養中小ＷＧ：2023
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WG長 岡橋孝侍 第二日赤

評議員 足垣亮介 福知山市民 小阪直史 府立医大

構成員 井岡真佐夫 第一日赤

情報通信WG：2023
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WG長 小野 勝 京都市立

評議員 大津山裕美子 洛和会音羽 岩根 裕紀 京都桂 竹田 和也 舞鶴共済

構成員 大坪達弥 第二日赤 芝田雄登 府立医大 多留木崇志 京都市立

林 良壮 三菱京都 菱田啓介 洛和会音羽 堀内 望 京都桂

業務推進ＷＧ：2023
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左から佐和貞治京都府立医科大学附属病院・病院長、
長谷川学健康対策部長、四方敬介京都府病院薬剤師会・会長

知事への薬剤師確保に関する要望書
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三、 沿 革



© Kyoto Hospital Pharmacists Association

沿革 1956～2000

年度 おもな出来事

1956 「京都府病院診療所薬剤師協会」設立

1966 会の名称を「京都府病院薬剤師会」に変更

1967 「会員名簿」第1号（会員数161名）を発行

1973 会則を制定，委員会を発足，「Drug News」No.1を発行

1978 「京病薬会員施設案内」（第1版）を発行

1982 「京病薬ニュース」No.1を発行

1984 第6回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：京都会館）

1990 第3回医療薬学フォーラム（於：京都会館，大会長：堀了平）

1991
3部会7委員会制に再編，「京病薬ニュース」を月刊化，
第13回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：京都会館）

1993 薬剤師生涯教育研修制度 PINK21 (Pharmaceutical Information Net-work in Kyoto)発足

1995 第17回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館）

2000
第10回医療薬学会年会（大会長：乾賢一）
第22回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館）
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年度 おもな出来事

2001 第1回薬剤管理指導ワークショップ開催

2002 第1回MR研修会（現・製薬企業との意見交換会）の開催，第1回薬局長意見交換会の開催

2003 学術奨励賞の創設，がん化学療法専門薬剤師講習会の開催

2004
第26回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館）
第1回京都薬学実務実習ワークショップ開催

2006
京都府病院薬剤師会創立50周年記念式典
第9回日本医薬品情報学会総会・学術大会（於：国立京都国際会館，大会長：乾賢一）

2009
第17回医療薬学フォーラム（於：国立京都国際会館，大会長：乾賢一）
第31回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館，大会長：川勝一雄）

2010 京都府薬剤師会との組織統合

2013 第35回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館，大会長：川勝一雄）

2016 第26回日本医療学会年会（於：国立京都国際会館，大会長：松原和夫）

2017
「症例から考える代表的な8疾患」（初版）（じほう）発刊
第39回日本病院薬剤師会近畿学術大会主催（於：国立京都国際会館，大会長：川勝一雄）

2018 第1回就職フェア開催、就職情報誌発行

沿革 2001～2018
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年度 おもな出来事

2019 4

令和元年 5
京病薬総会，9WGの設置
「症例から考える代表的な8疾患」（第二版）（じほう）発刊

6 精神療養中小病診薬剤師スキルアップ交流会，第1回薬草園見学会の開催

7 日病薬現状調査，新任薬剤師研修会，第2・3回薬草園見学会の開催

8 第27回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

9

10 精神療養中小病診薬剤師スキルアップ交流会，ボーリング大会

11 連携ツールの標準化、入院時スクリーニングシート作成、精神療養中小病診薬剤師スキルアップ交流会

12 第18回薬剤部門長意見交換会（表彰アワード、他）

1 ニプロ「スフィーダ～京病薬・新たな連携構築に向けて～」発行，近畿ブロック会議

2
京病薬ホームページリニューアル，薬剤師のための精神科セミナー
領域別カンファレンス募集，第28回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

3

沿革 2019（令和元年）
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年度 おもな出来事

2020 4

5 京病薬総会 中止，連携ツール活用状況調査（７施設）

6

7 日病薬現状調査

8 全施設調査

9

10
TR活用状況調査
第29回臨床薬剤師業務シリーズ研修会
新任薬剤師研修会

11
第19回管理職等交流会（名称変更）
第1回領域別カンファレンス研修会

12

1 近畿ブロック会議

2 薬剤師のための精神科セミナー，第30回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

3 第2回病院合同就職フェア，病院案内の動画配信，就職情報誌発行

沿革 2020
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年度 おもな出来事

2021 4

5
京病薬総会，連携ツール活用状況調査（９施設に増加），
第1回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム

6 第2回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム

7 日病薬現状調査，第3回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム，精神療養中小WEB交流会

8
第4回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム，精神療養中小WEB交流会
第30回臨床薬剤師業務シリーズ研修会，新任薬剤師研修会

9 ケーエスケー「連携ツール標準化～京都から発信」発行，精神療養中小WEB交流会

10 製薬企業等との意見交換会，領域別カンファレンス募集

11 第20回管理職等交流会（表彰アワード），第2回領域別カンファレンス研修会

12 第50回医療功労賞受賞（南田祐子）

1 第5回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム，近畿ブロック会議

2
製薬企業等との意見交換会，第31回臨床薬剤師業務シリーズ研修会
第3回病院合同就職フェア，就職情報誌発行、薬剤師のための精神科セミナー

3 学会発表に向けた座談会，JB「ファーマシストビュー～病院薬剤師会が推進する医療連携～」発行

沿革 2021
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年度 おもな出来事

2022 4 「症例から考える代表的な8疾患」（第三版）（じほう）発刊

5 京病薬総会（表彰アワード，他）

6 第32回臨床薬剤師業務シリーズ研修会，新任薬剤師研修会，第1回25JASD-CDS

7 製薬企業等との意見交換会，第21回管理職等交流会，日病薬現状調査，学生会員募集ちらし配布

8
学会発表のためのwebセミナー，精療中小スキルアップセミナー，第2回25JASDI-CDS，診療所薬剤師
WEB交流会

9 領域別カンファレンス募集，第3回25JASDI-CDS，オンライン交流会

10 第6回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム，第33回臨床薬剤師業務シリーズ研修会，オンライン交流会

11 第7回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム

12
大鵬「診療サポート～京病薬の地域医療連携～」掲載
第22回管理職等交流会，第5回病院就活準備応援webセミナー

1 第8回薬学生のための病院薬剤師シンポジウム，近畿ブロック会議

2
第44回日本病院薬剤師会近畿学術大会（web開催），第4回就職フェア，薬剤師のための精神科セミナー
第4回25JASDI-CDS

3
製薬企業等との意見交換会，第3回領域別カンファレンス研修会，第5回25JASDI-CDS
抗がん剤服薬フォローアップ連携支援セミナー，第34回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

沿革 2022
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年度 おもな出来事

2023 4 日経DI「よりぬきDIアップデート」連載スタート

5 京病薬総会（表彰アワード，他），第6回25JASDI-CDS

6 第25回日本医薬品情報学会総会・学術大会

7 新任薬剤師研修会，日病薬現状調査

8 領域別カンファレンス募集，第35回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

9
「9疾患から始める簡単フォローアップ術」（じほう）発刊
第9回病院就活準備応援webセミナー（名称変更）

10 第5回病院ふれあいフェスタ(名称変更)

11 月刊薬事「領域別薬剤師ケースカンファレンス」連載スタート，慢性期研修会

12
第10回病院就活準備応援webセミナー，第23回管理職等交流会
京都府知事に対する病院長（11施設）連名「薬剤師確保に関する要望書」提出

1 近畿ブロック会議

2
製薬企業等との意見交換会，京都府病院薬剤師会創立65周年記念式典，薬剤師のための精神科セミナー
第36回臨床薬剤師業務シリーズ研修会

3 第11回病院就活準備応援webセミナー

沿革 2023
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四、 創立50年目以降のあゆみ
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薬事日報 2006/11/17

創立50周年で記念式典-信頼向上へ更なる努力誓う

• 京都府病院薬剤師会は 12 日、「創立 50 周年記念
式典」を京都市のウエスティン都ホテル京都で開催し
た。式典には会員や業界関係者ら約 280 人が出席、
1956 年 7 月に設立された同会 50 年の歴史に思
いを馳せた。

• 式典であいさつした京都病薬会長の乾賢一氏は「医
療は激変している。その中で医薬品の安全性、有効
性確保に関して、薬剤師の役割が問われている」と
述べた上で、京都病薬がここ数年、会員の活性化を
図るため薬剤管理指導ワークショップ、薬局長意見
交換会、学術奨励賞の創設など、新たな取り組みを
進めてきたことを説明。

• 「50年の歴史を紐解きながら、薬学教育の新制度元
年に将来を見据えながら、また病院薬剤師の今後の
あり方を考えながら、薬の専門家として信頼される薬
剤師を目指して、一丸となって頑張りたい」と決意を
語った。

https://yakunet.yakuji.co.jp/index.php?PAGE=YR_DETAIL&TARGET_ID=53599
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創立50周年

https://yakunet.yakuji.co.jp/index.php?PAGE=YR_DETAIL&TARGET_ID=53599

• 日本病院薬剤師会の伊賀立二会長は、医療安全などの関心が高まる中、「(薬剤師は)チーム医療における薬のスペ
シャリストとして期待されている」と述べ、その期待に応えていかなければならないと強調した。さらに、「長期実務実
習の成功が薬学教育6年制の成功の鍵を握っており、実習の受け入れ体制確立が不可欠」とし、そのためには「病院
薬剤師会、薬剤師会が連携を深め、さらに大学との連携も一層強化していかなければならない」と呼びかけた。

• 参議院議員の藤井基之氏は「医療費抑制という視点以外の形で、日本の医療政策を動かすことができないか。(薬
剤師などの)専門家をそれなりに評価する仕組みはないものか」と提言。「病院薬剤師の現場は忙し過ぎる。これでは
燃え尽き症候群になってしまう。使命を感じて仕事をしている専門家に対し、それにふさわしい評価をしなければい
けない」とし、実現に力を注ぎたいと話した。

• 当日は、瀬戸山元一氏(同志社大学総合政策科学研究科チェア・プロフェッサー)の講演「患者さん中心の病院づく
り」が行われたほか、参加者には「50年のあゆみ」と題した小冊子が配布された。
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薬事日報 2009/3/11

大学 薬局 病院が連携を:「後輩育てる」の大局見地で

• 京都府薬剤師会・京都府病院薬剤師会（両会会長乾賢一氏）は 1 日、京都市の京都薬科大学で第７回京都薬学実
務実習研修会を開催した。今回は、京都府薬の受入体制の現状やＯＳＣＥ評価者間の評価バラツキ是正の方策、病
院実務実習の課題を中心とした報告が行われた。府薬の実務実習受入薬局は 175 件（学生受入可能人数 459 
人）を確保し、京都府内で実習を希望する 308 人の学生全員を受け入れる体制が整った。また、開局薬剤師から大
学側に対して、「ＯＴＣ授業の充実」が要望された。
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• 乾会長はあいさつで、「 6 年制の実務実習が来年 4 月からスタートする。この研修会は 5 年目となるが、大学・病
院・薬局でどのような研修を行うかを、三者が連携して話し合わなければ円滑な実務実習の遂行は望めない」と強調。
今後も引き続き研修会を開催していく意向を示した。

• 府薬の薬学生受入薬局状況について、茂籠哲府薬専務理事は「現在、府薬が学生と受入薬局のマッチング作業を
行っている」と報告。「学生は、薬局・病院実務実習を経験しないと国家試験が受けられない。未来の後輩を育てると
いう大局的な見地に立ち、学生の受け入れをお願いしたい」と呼びかけた。

• ＯＳＣＥ評価者間の評価バラツキを是正する方策については、京都薬大の橋詰勉氏が、「評価表と評価マニュアルな
どの整備と評価者および標準模擬患者の養成・トレーニング方法の確立が重要」と指摘した。その上で、「評価者とし
ての心構えや評価の際の着眼点などを，講習会のテーマとして取り上げる必要がある」と具体案を示した。

• また、京都市立病院の平田敦宏氏は、同病院における病院実務実習受入に向けての課題として、[1]コア・カリキュラ
ムに独自項目を加えていくための学習時間の配分[2]テキストで不十分な内容に対する資料の充実[3]どの時期に
何回評価を行うかの決定[4]業務の異なる薬剤師の相互連携・打ち合わせの推進――などを挙げ、「今後重点的に
検討していく必要がある」と述べた。

• 一方、中小病院診療所における病院実務実習について、友沢明徳氏（府病薬中小病院診療所委員会委員）は「中小
病診では、チーム医療、地域連携の項目で、実践的な教育が期待できる」と、そのメリットを示した。

• さらに「この規模の医療機関では学生の受け入れに積極的なところばかりではない。しかし、病薬や大学との協力体
制の構築、各施設での研鑽、実務実習受入病院のグループ化を推進することで，広く学生を受け入れることが可能に
なる」と訴えかけた。
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薬事日報 2010/3/31

最後の総会‐4月から京都府薬の部会に

• 京都府病院薬剤師会は 27 日、2010 年度からの京都府薬剤師会との組織統合を目前に控え、病薬単独として最
後の臨時総会を開いた。府病薬は 4 月 1 日から、京都府薬の病院診療所薬剤師部会として新たなスタートを切る。
ただ、上部組織の日本病院薬剤師会は独立して存在するため、日病薬の事業に参加する時など対外的には、この部
会を京都府病薬と呼称し、対応していく。

• 臨時総会であいさつした川勝一雄府病薬会長は、「府病薬はいよいよ、新たに京都府薬として出発する。4 月から府
薬の事業を展開していく中で、われわれ病院薬剤師が大きな役割を担っていくことになる」と決意を語った。
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• 来賓としてあいさつした渡邊大記府薬副会長も、「入院、外来、在宅それぞれのステージで薬剤師が関与し、その薬
剤師が連携していることが、安心、安全な医療の提供につながる」と述べ、「統合がゴールではない。その先にあるも
のが本来の目的。一丸となって実を作っていきたい」と呼びかけた。

• 4 月以降、新生京都府薬で病院や診療所に勤務する薬剤師は、病院診療所薬剤師部会に所属することになる。今月
に改正された府薬定款施行細則に基づき、各職域ごとに六つ新設される部会の一つだ。ほかには、薬局薬剤師部会、
製造販売業・卸売販売業薬剤師部会、官公庁薬剤師部会、大学薬剤師部会、その他の薬剤師部会がある。

• 会員はさらに、府下の 20 地域ごとに存在する各支部にも所属する形になる。各支部には薬局、病院の担当者が 1 
人ずつ設置される。

• 新たな府薬の会員は約 3,000 人。薬局薬剤師は約 2,000 人、病院薬剤師は約 1,000 人だ。代議員は、部会単
位ではなく、各支部ごとに選出されることになるという。

• 臨時総会では、これまでの府病薬の会則を、京都府薬病院診療所薬剤師部会の会則に移行することについて協議が
行われ、了承された。会長は部会長に、正会員は正部会員に、年 1 回の通常総会は通常部会総会にするなど、呼称
が変更される。

• 総会の役割も変わる。これまで総会での協議事項であった事業計画や予算は今後、府薬全体の事業計画や予算の
中に盛り込まれる。そのため部会総会は、各委員会活動の報告が主体になるという。

• 臨時総会ではこのほか、09 年度の府病薬学術奨励賞を受賞した高見昌史氏（京都ルネス病院）、今西秀晃氏（愛寿
会同仁病院）、八田眞菜美氏（京都大学医学部附属病院）の表彰も行われた。

• 4 月 25 日には、府薬と府病薬の組織統合を記念し、統合記念総会が開かれる。
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薬事日報 2010/4/28

府病薬統合で記念総会‐決意新たに新体制スタート

• 京都府薬剤師会（乾賢一会長）は、京都府病院薬剤師会と組織統合し、今
月 1 日から新体制がスタートした。このため 25 日、京都市内のホテルで
関係者 240 人が参加し、記念総会・記念祝賀会を開催した。記念総会で
は、既に両会の代議員会・総会で承認された今年度事業計画・収支予算に
ついて、改めて説明された。

• 初めに乾会長は、「全国に先駆けて、京都が新しい薬剤師会の幕開けを告
げる発端となったことをうれしく思う。組織統合に力を注がれた関係者に深
く敬意を表したい」とあいさつした。

• さらに、「 1992 年の医療法改正で、薬剤師が医療の担い手となったのを
契機に、医薬分業の進展など薬剤師職能は大きく変化してきた」とした上で、
「最近では、チーム医療が進んで薬剤師の責任が重くなり、薬薬連携が不
可欠となった。このような現状の中、組織統合を望む声は、数年前から京都
で自然発生的に起こり、今年 4 月 1 日から正式に両会の組織が統合され
た」と、これまでの経緯を説明した。

• 新体制の特徴については、「小異を残し、大同団結したところにある」と指摘
し、「薬薬連携や 5 月から始まる 6 年制の薬学生実務実習もスムーズに
いくと確信している」と力説した。
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• 最後に、「今回の組織統合は、全国の薬剤師会、病院薬剤師会から注目を集めているが、組織統合がゴールではな
い。統合による今後の成果が問われている。様々な成果を、京都から全国に向けて発信したい」と抱負を述べた。

• 続いて、川勝一雄副会長（京都府病院薬剤師会会長）は、「今回の組織統合の目的は、退院した患者さんを地域の保
険薬局にバトンタッチする薬薬連携の充実にある」と、その意義を強調。また、「その一方で、統合を疑問視する声も
ある。統合の具体的な成果を示して、そのメリットを証明したい」とした。

• 祝辞では、日本薬剤師会、日本病院薬剤師会の顧問を務める藤井基之氏が、「明治 7 （1874）年の医制で制定され
た薬舗主第 1 号は、京都で認定された。薬剤師の流れは京都に端を発しており、今回の組織統合も全国から大きな
注目を集めている。新生京都府薬の素晴らしい活動を全国に知らしめてほしい」とエールを送った。

• 児玉孝日薬会長も「京都府薬の組織統合が、薬学教育 6 年制の初めての実務実習が始まる直前になされたことは、
非常にタイミングがよい」と賞賛。「京都から発信された新たな薬剤師の方向性が全国に広がり、日本の医療向上に
貢献することを祈念したい」と述べた。
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薬事日報 2011/6/8

～時の人～ 京都府薬会長に就任した川勝一雄氏

統合のシナジー効果、京都から発信

• 京都府薬剤師会と京都府病院薬剤師会が統合され、新生京都府薬剤師会として新たな ス
タートを切って 1 年余りが経過した。乾賢一前会長からバトンを引き継ぎ、今年 4 月 1 日
から京都府薬会長に就任した川勝一雄氏（岩倉病院薬剤部長）は、「府病薬会長と
府薬副会長を兼務してきたが、府薬の次期会長として白羽の矢が立ったのは晴天の霹靂
だった」と振り返る。

• だが、「引き受けた以上は、全力投球する」と力強く宣言した上で、「従来の府薬の中に府病                            薬
が組み込まれたのではなく、これまでとは異なる新しい府薬を作るという理念で会を運営して                           
いきたい」と抱負を語る。

• 新しい府薬を確立するためのキーワードとしては、▽医薬分業の推進▽薬学生の実務実習▽学術研修活動の充実
――を挙げる。京都府の分業率は約 40 ％で、他の都府県に比べ遅れを取っているが、「統合により、退院時共同指
導など、患者の移動に合わせた情報伝達がしっかりできる体制が構築できる」と胸を張る。

• 薬学生の実務実習では、「病院と保険薬局が一体となって取り組むことで、病院ではより深く医療に関わり、保険薬
局では地域に根付いて、薬剤師が幅広い業務を展開していることをしっかりと理解してもらえるようになる」と力説。
さらに、「病院実務実習期間中には、少なくとも一人の入院患者と関わりを持って、治療の現実を知ることが重要」と
指摘すると共に、「保険薬局での服薬指導と比較することで、その時その時で患者のQOLを高めるには何が必要か
を学べる環境作りに尽力したい」とも話す。
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• その一方で、「分業の推進や実務実習の充実には、薬剤師一人ひとりのスキルアップが必要不可欠になる」と、「学術
研修の重要性」を強調する。「実務実習の指導薬剤師として身につけた知識を、薬学生だけでなく様々な世代の薬剤
師の学術研修にも活用すべき」との考えを示す。

• また、「京都府の地形は南北に細長く、京都市内から離れた北部では、従来から開局薬剤師と病院薬剤師が協力して
研修会を開催している」と紹介し、「その土壌を大切にして、今後の学術研修の充実につなげていく」方針を示す。

• 府薬は、組織統合されて２年目を迎えるが、「委員会活動は最初の１年間試行錯誤したが、今年度から保険薬局・病
薬が融合した活動がスタートした」ことを紹介。成果の一例として、「保険調剤に対するリスクマネジメントを幅広く行
える素地の完成」などを挙げ、「組織統合による様々なシナジー効果を、京都から発信していきたい」と意気込む。

• 1975 年、大阪薬科大学卒業後、京都大学病院での研修を経て、京都大学結核胸部疾患研究所病院に勤務。98 
年に、同病院の京都大学病院への統合に伴い、京大病院薬剤部の一員となる。00 年 10 月、岩倉病院薬剤部長と
なり現在に至る。

• 座右の銘は、「たたけよ、さらば開かれん」。旺盛なチャレンジ精神の持ち主で、情にも厚く、「府薬の組織統合は、事務
局の支えによるところが大きかった」と感謝の念を忘れない。

• 家族は夫人と一男一女で、趣味は音楽鑑賞とギター、ピアノ演奏。
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薬事日報 2019/3/25

薬剤師偏在、是正へ一歩‐合同就職フェアを開催

• 京都府病院薬剤師会は 21 日、京都市内で、京都府内の病院への就職に関心を持つ薬学生向けの合同病院説明会
を開いた。病院薬剤師の確保が厳しさを増す中、京都府内の病院 43 施設が参加。府内外から約20大学150人の
学生が来場し、病院の機能や規模で異なる薬剤師業務への理解を深めた。

• 説明会では、病院薬剤師の業務を幅広く知ってもらおうと3部構成のプログラムが組まれた。第1部で、参加者全員に
「急性期病院」「慢性期病院」「精神科専門病院」の魅力を現場の薬剤師がプレゼンテーションした。病院の機能によっ
て薬剤師の仕事が異なることを訴えた。

• 第2部では、各病院がブースごとに説明会を開き、それぞれの魅力を発信した。就職人気の高い大病院と、地方の中
小病院に学生が均等に分散するように工夫。学生は、希望する 2 病院とランダムに選ばれた3病院をローテーション
で回った。自由時間を第 3 部に設けて、学生は自由に病院のブースを訪ねた。

• 学生には、各病院の情報をまとめたA4版85ページの冊子を配布。病床数や診療科、薬剤部の人数といった基本情
報のほか、ここ数年の採用実績や試験方法、若手薬剤師から学生に向けたメッセージを記載し、各病院の特徴をア
ピールした。

• 説明会に参加した京都府内の大学の男子学生（ 5 年）は「中小病院の薬剤師の仕事を知ることができ、視野が広
がった」と話した。京都府内の病院にUターン就職を希望する名古屋市内の大学に通う女子学生（ 5 年）は「大きい
急性期病院しか考えていなかったが、小規模な病院の薬剤師業務を知るきっかけになった。どちらの仕事をやりたい
のかしっかり考えたい」と語った。将来の選択肢が広がったという。
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• フェアの企画者の 1 人で、この日の司会を務めた洛和会音羽病院薬剤部次長の三浦誠氏は「学生の就職先を決めるための判断
材料は、実習先の病院の仕事内容に限られる。病院薬剤師の幅広い機能を知って、自分に合った就職先を見つけてほしい」と期待
を込める。

• 合同説明会開催の背景には、薬剤師偏在の深刻化がある。昨年 12 月に開いた薬剤部門長の意見交換会で薬剤師確保対策が急
務という状況が分かった。当初は 2019 年度中に開催を検討していた合同説明会を急遽、前倒しして開いた。

• 特に薬剤師不足が深刻なのは中小病院だ。説明会に参加した亀岡市立病院薬剤科長の仁丹裕子氏は「この春には欠員が出る。募
集しているが応募はない」と語る。このまま人材を補充できなければ、現在薬剤師 4 人で回している業務を2人で担うことになると
いう。

• 京都九条病院薬剤部長の友沢明徳氏も「ここ数年、毎年 1 人ずつ採用できているが複数の応募はない。定員 1 人あたりに 1 人の
応募があるのが現状」と話す。

• 一方、大規模病院では応募者も多く、学生を選べる状況にあり、格差が生じているようだ。

• 病院薬剤師を目指す学生は専門性を身につけたいという志向が強いため、それがばらつきとなって現れているという。仁丹氏は今
回の説明会で学生から「認定薬剤師になれるか」「認定の取得に費用は出るか」といった質問を多く受けた。友沢氏も「認定資格を
取りたい学生は多い」と実感を語る。しかし、中小病院にとって教育認定施設へのハードルは高く、大規模病院に応募が集まるのが
現状だ。

• 今回の説明会では、病院の規模や機能によって応募がばらつく現状を是正する目的もある。フェア企画者の1人、京都府立医科大
学病院薬剤部長の四方敬介氏は「大規模病院を志望する学生は多いが、業務の全体像を短期間に学ぶには中小病院がいい。急
性期病院の薬剤師業務を進路にする学生が多いのは慢性期病院の仕事が学生に見えづらいからでは。自分のキャリアを考えて、
就職先を選んでほしい」とプログラムの狙いを話している。
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薬事日報 2020/6/15

癌患者フォローでシート作成‐薬局から医師に副作用伝達

• 京都府薬剤師会病院診療所薬剤師部会は、院外処方箋を受けた薬局薬剤師が薬効や副作用の状況、処方提案を
処方医に伝えるためのフォローアップシートを、抗癌剤と鎮痛薬の 2 種類を対象に作成した。京都府下の大規模急
性期病院の薬剤師が一堂に会して作成したもので、統一様式での連携を府下全域で促進するのが狙い。エクセル
ファイルで副作用項目を自由に設定できるなど、使い勝手の良い仕様になっている。

• 抗癌剤のフォローアップシートには、薬局薬剤師が患者との対話で把握した服薬状況や副作用の状況を記入する欄
を設けた。服薬状況は、▽良好▽やや不良▽不良――のどれかにチェックを入れ、良好でない場合には、理由をシー
ト下部の空欄に記載する。薬局薬剤師の処方提案などを自由に記載する欄も設けている。

• 副作用項目は、エクセルファイルに盛り込まれた 25 項目の中から、最大で 12 項目を選択してシートに表示する。
具体的には、発熱、食欲不振、下痢、嘔吐、倦怠感、口内炎など標準的な副作用 10 項目と、手足症候群や流涙など
治療内容によって異なる代表的な副作用 15 項目があり、表示する項目をプルダウン形式で自由に選択できる。

• 癌の薬物療法は多岐にわたるため、副作用のモニタリングも複雑になる。エクセルファイルのシートを活用することで、
例えばS-1の場合には「流涙」を追加したり、カペシタビンの場合には「手足症候群」を追加するなど、患者背景や抗
癌剤に応じた個別のフォローアップシートを簡単に作成できる。

• 副作用項目を設定すると、評価指標が自動的に示されることも特徴である。モニタリングする副作用として「下痢」を
選択した場合には、CTCAE分類に基づく評価指標として、▽グレード 1 「 1 日 3 回未満」▽グレード 2 「 1 日 4 
～ 6 回」▽グレード 3 「 1 日 7 回以上」――が示される。別の資料を参照することなく、シート 1 枚で副作用重篤
度の客観的な評価を完結できる。
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• 一方、鎮痛薬のフォローアップシートには、客観的な指標に基づく痛みの評価、痛みの種類、服薬状況、副作用状況
を記入する欄を設けた。副作用は眠気、悪心、便秘、嘔吐の標準的な 4 項目を表示。必要に応じて各薬剤特有の項
目を追記できる。主に癌性疼痛患者での活用を想定している。

• 外来癌化学療法の質向上を後押しする「連携充実加算」などが今春の診療報酬改定で新設されたこともあり、今後
は病院と薬局間の癌薬物療法の連携が各地で進む見通しである。

• こうした背景から、同部会内に昨年度発足した医療連携加速化ワーキンググループが約半年間かけて討議してシー
トを作成。 2 月に京都府薬のウェブサイトで公開した。

• 同部会長（京都府病院薬剤師会長）を務める京都府立医科大学病院薬剤部長の四方敬介氏は、「各病院が個別に
フォローアップシートの様式を策定してしまうと、薬局薬剤師は個々の病院ごとの対応を強いられるため、業務が煩
雑になってしまう。こうした事態を避けるため、先手を打って標準様式の策定に踏み切った」と語る。

• 京都府下各地の大規模急性期病院の薬剤師が一堂に会して標準的なシートを作成することで、府下全域での普及
を狙っている。

• ワーキンググループ長の三浦誠氏（洛和会音羽病院薬剤部副部長）は「新型コロナウイルス感染症拡大の影響で3月
の説明会は中止したが、今後動画などでシートの使用法周知や使用件数の地域ごとの集計、連携の好事例を共有す
るなどして使用を広めていきたい」と話している。
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薬事日報 2023/12/20

偏在緩和へ就職説明会‐多様な病院知る機会に

• 京都府病院薬剤師会は11月下旬、就職活動中の薬学生を対象に各病院の特徴などを説明する「病院ふれあいフェスタ」を摂津市
内で開いた。関西の10大学から計144人の薬学生が参加し、京都府下全域の約50病院が説明する大規模なイベントで、病院薬剤
師の地域偏在緩和に向けて、薬学生が急性期や慢性期、地方などタイプの異なる病院の話を等しく聞けるよう進行を工夫した。病
院側だけでなく薬学生にとっても視野が広がる満足感の高い説明会になったようだ。

• 当日は広い会場に30以上のブースを設けた。系列病院はひとまとめにして約50病院の説明者を各ブースに配置し、20分間のセッ
ションを午後に5回設定した。

• 薬学生は、前半の3セッションでは急性期、慢性期、地方など主催者側から指定された3病院のブースを回り、後半の2セッションは
自由にブースを選択。最大で5病院の話を聞いた。

• 午前中には、急性期、慢性期、精神科の各病院の薬剤師が代表して、それぞれの病院の機能や薬剤師の役割などを説明する時間
も設けた。

• 一般的な就職説明会では、薬学生は人気のある急性期病院のブースに集中し、中小病院や慢性期病院のブースは閑散としている
ことが少なくない。今回は、半ば強制的に様々な病院と薬学生の接点を設定し、参加した病院はほぼ均等に薬学生に説明する機会
を得ることができたという。

• こうした進行は薬学生にも好評で、視野が広がる機会になったようだ。「各病院の役割を知ることができ、自分に合うものがどれか
を考えるきっかけになった」「様々な地域の様々な規模の病院の話を聞くことができた」などの声が挙がった。

• イベントの企画を担当した京都府病薬人財確保ワーキンググループ長の黄前尚樹氏（洛和会音羽病院薬剤部）は「薬学生が知らな
いところにスポットを当てることができたと思う。薬学生からは『意中ではない病院の話を聞いて話が膨らんだ』などとの感想もあっ
た」と振り返る。
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• 当日は、聴覚障害者の薬剤師、早瀬久美氏（昭和大学病院薬剤部）がビデオ講演で登場。明治薬科大学卒業後に周囲の支援で法
律が変わり、薬剤師の資格を得たことや、病院での患者対応など薬剤師として仕事に責任を持って働くことができる喜びを伝えた。
薬剤師の原点を想起させる講演内容は、薬学生の心に響いたようだ。

• 京都府でも病院薬剤師の地域偏在が認められる。京都市内の病院は比較的薬剤師を確保しやすいが、それでも不足感は残ってい
る。京都市以外の地方の病院は薬剤師確保に難渋している状況だ。

• 京都府病薬は2019年3月に、第1回目の大規模な就職説明会を実施した。新型コロナウイルス感染症の拡大以降はオンライン開催
に変更したが、今回からリアルでの開催に戻した。開催費用は事業費でまかない、参加病院の費用負担はない。

• 京都府病薬の四方敬介会長（京都府立医科大学病院薬剤部長）は「就職先を選ぶ上で、病院の大きさや機能、給料など形のあるも
のに目が奪われると退職につながりやすい。働いて心地が良いとか、ぬくもりがある職場環境など形のないものが大事だと思う。一
つの病院だけで完結できる医療はない。薬学生はそのことに気づいてほしい」と話している。
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五、 出版物
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症例から考える8疾患

2017年

編集：高山 明
執筆：京都府薬剤師会

2019年

編集：高山 明
執筆：京都府薬剤師会

2022年

編集：高山 明
執筆：京都府薬剤師会

2024年

編集：高山 明
執筆：京都府薬剤師会

症例から考える

代表的な8疾患
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大鵬薬品ホームページ ＞ 医療連携・チーム医療 ‘22.12.7

京都府病院薬剤師会による地域医療連携

https://www.taiho.co.jp/medical/shinryo/
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日経DI連載企画（京都府薬剤師会）

DIアップデート
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六、 資 料
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会報（1968）▹▹▹京病薬ニュース（2010）
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近畿ブロック学術大会・京都大会の歴史
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近畿ブロック学術大会
演題
登録 （■京都開催）

’88 ポスター発
表の導入’84 京都での初

開催

’95 演題が初の
≧100

’04 演題が初の
≧200

’04 初のラン
チョン導入

’17 史上最高の
演題数（432）

’09 参加者数初
の≧4千

’09 初の専門薬
剤師分科会導入

’17 史上初の合
同開催

’22 完全オンライン＆
オンデマンド開催
Ovice導入

’17 参加者数初
の≧5千（5,232）
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近畿ブロック学術大会・要旨集（1984, 1992, 1995）

1985/2/1・２ 1993/2/1・２ 1996/2/3・４
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近畿ブロック学術大会・要旨集（2000, 2004, 2009）

2001/2/3・4 2005/1/26・27 2010/1/30・31
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近畿ブロック学術大会・要旨集（2013, 2017, 2022）

2014/2/1・2 2018/2/2・3 2023/2/5・6
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施設情報（1978）
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七、 会員数
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会員数の推移
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第二次医療法
改正

薬剤師法改正薬剤師法改正

組織統合

薬剤管理
指導業務

病棟薬剤
業務

麻薬加算

退院時加算

周術期業務

500人を突破！

1,000人を突破！
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会員名簿（1966（創刊）～2010（廃刊））
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